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あらまし：近年，独居高齢者数の増加に対して見守りサービスの必要性は高い．しかし，協力者が少な

いことや健康状況の把握が困難であるという課題がある．そこで本研究では，地域に点在するプラチナ

ナース（定年退職後の高齢看護師）が近くの独居高齢者を訪問する健康管理付き見守りマッチングシス

テムを検討している．本稿ではこのシステムに登録できるプラチナナースの教育プログラムについて検

討したので報告する， 
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1. はじめに 

近年，核家族化や少子高齢化が進む中，独居高齢

者が増加している(1)が，その 8 割以上が介護サービ

スを利用していない. 内閣府の調査(2)によると，人

との関わりが少ない（孤独な）人ほど生きがいを感

じていない人が多い．イギリスでも，高齢者に関わ

らず「孤独」が国家経済に与える影響は，年間 320
億ポンド（約 4.9 兆円）に上ると問題視し，2018 年
に「孤独担当大臣」ポストを新設した(3)． 
また，わが国の医療費は年々増加しており，疾病

予防の重要性が高まっている．特に，平均寿命と健

康寿命の差が大きくなっている(4)こと，健康な人ほ

ど生きがいを感じている人が多いこと(2)などから，

独居高齢者に対しても，日常の健康管理により健康

寿命の延伸を図ることのできる見守りサービスの必

要性は高い．しかし，独居高齢者に対して提供され

ている見守りサービス（表 1）は安否確認的要素が

強く，健康管理までは十分に行われていない． 
一方，情報化の進展により，高齢者のネット使用

は 80%近く(5)になり，スマホなどの携帯端末を利用

した様々なサービスが提供されている． 
そこで，本研究では独居高齢者に対する「健康管

理付き見守りマッチングシステム」の開発を目指

し，検討を進めている． 
健康管理および孤独感の解消については，見守り

訪問時に血圧や脈拍，呼吸数（バイタルサイン）の

計測など，健康状態を把握しながら，コミュニケー

ションをとり，孤独を感じさせないようにする．そ

のために，見守る側の健康管理の専門家として，全

国に71万人いる潜在看護師(6)に着目し，その中でも

その地域に点在する定年退職後の看護師（以下プラ

チナナースと呼ぶ）を登録対象にする．訪問予定に

おいては，プラチナナースの隙間時間と位置情報に

より，効率的に独居高齢者の訪問を可能にする

Uber や UberEats ようなマッチングシステムを検討

している．  
本稿では，このシステムに登場するステークフォ

ルダの特性ならびにシステムの特徴を考慮し，登録

できるプラチナナースのレベルを均質化するための

教育プログラムについて検討する． 
表１ 見守りサービスの比較 

会社 プラン 内容 費用(円) 

孤

独

死

防

止 

健

康

状

況

把

握 

日本

郵政 
 

みまもり

でんわサ

ービス 

毎日同じ時間に来る自動電話

に対し，体調をプッシュダイ

ヤルで答える．結果を家族に

メールで通知する． 

初期：0 
月額：1180 × × 

日本

郵政 
 

みまもり

訪問サー

ビス 

月に一回，専門員が訪問，ヒ

アリングを行う． 
初期：0 
月額：2500 ○ × 

東京

ガス 
くらし見

守り 
前日一度もガスを使わなかっ

たら家族に連絡する． 
初期：5400 
月額：2444 × × 

 
2．  見守りマッチングシステムの概要 

2.1 プラチナナースとは 

潜在看護師とは，看護師資格を持ちながら看護師

の仕事についていないものを言う．この 77.6%が再

就業の意向を示している(6)が，平成 24 年の調査で

は，復職者数は 14 万人と復職率はわずか 20％ほど

という現状がある．この背景にはブランクの不安が

大きくある． 

本研究では，潜在看護師のうち定年を理由に離職

し就業していない看護師を対象とし，「プラチナナ

ース」と呼ぶ．プラチナナースの特徴として，経験

年数が長く，高度な看護能力を持つ一方，体力・身

体機能の低下からフルタイムでの勤務が困難である

ことが挙げられる．このプラチナナースを活用し，
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隙間時間に看護経験を活かすことができる見守りサ

ービスを考える． 

2.2 健康管理付き見守りマッチングシステム 
介護サービスを利用していない独居高齢者と隙間

時間を活用したいプラチナナースのマッチングシス

テムを検討した．具体的な機能を図 1に示す． 

まずシステムの管理者が，毎日決まった時間に独

居高齢者にスタンプを送信する．それに対し，未読

の状態が続くもしくは高齢者からリクエスト（バイ

タルサインの計測など）があった場合にマップ上に

マーカーを表示させる．見守りを希望するプラチナ

ナースがマーカーをタップすることで，マッチング

が成立とする．見守り後は，独居高齢者とプラチナ

ナースの相互で評価を行い，評価結果に従ってプラ

チナナースはインセンティブを貰う．家族からのリ

クエストで見守りをすることも可能とする．潜在看

護師の情報を扱っている e ナースセンターとも連携

を図る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図１：システム（案）の概要 

2.3 インセンティブについて 

インセンティブとしてボランティアポイントを導

入する．例えば，高齢者とコミュニケーションをと

る活動には 100ポイント，高齢者のバイタルサイン

測定し，健康状態を把握する活動には 500ポイント

のように，活動内容によってポイントを定める。累

積したポイントにより，「貢献度の指標」としての

視覚化やその自治体の「特産品」などに交換できる

など考えられる.このようなボランティアポイント

のメリットは以下のことが挙げられる. 

① 貢献度を数値化するので，見守る側のやりがい・モ

チベーションに繋がる 

② 職場復帰時に，経験の程度を示す指標に活用できる 

③ 地域の活性化に繋がる 

 

3．プラチナナース向け教育プログラムの検討 
3.1 プラチナナースの看護スキルの統一 

プラチナナースは退職前，管理職として働いてい

たものが多いと考えられる．管理職ナースの業務内

容とは，主に組織のマネジメントや看護業務全般を

管理することであり，注射など現場で看護スキルを

活用することにブランクが生じていると思われる．

また，病院で働いていた場合は地域で見守りするこ

との最新の行政サービスに関する知識も必要とな

る．これらのことを考えると，このシステムに登録

する前に必要な知識や看護スキルについて統一して

おく必要がある． 

3.2 教育プログラムの考案 

看護スキルを統一するために教育プログラムを検

討する．教育方略の設計過程で学習者の意欲を引き

出し，高める理論として，ARCS 動機付けモデル(7)

を活用する．表 2 に ARCS の各カテゴリに対応する

学習目標と学習項目を示す．  
表 2：ARCS 動機付けモデル 

 

4．おわりに 
本研究では，プラチナナースの隙間時間を活用し

て独居高齢者の健康管理を行いながら見守りできる

システムの考案とプラチナナース向けの教育プログ

ラムの検討を行った．今後は，考案システムの実現

可能性および教育プログラムの妥当性について，関

係者へのヒアリング調査などを行いさらなる検討を

進めていく． 
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カテゴリ 学習目標 学習項目 

A:注意 自身の看護スキルレベル

を認識する 
看護スキルチェックリ

スに回答する 
R:関連性 孤独高齢者の状況や看護

スキルについて知る 
社会サービスや見守り

に必要な看護スキルを

習得する 
C:自信 現場感を取り戻してもら

い，自信を持たせる 
採血やバイタルサイン

の取り方などの看護ス

キルが上達する 
S:満足感 看護スキルの向上が実感

できる 
難しい看護スキルの習

得ができるようになる 

見守りシステム 

(地方自治体など) 

報告 

リクエスト 

プラチナナース 独居高齢者 

家族 e ナースセンター 

（都道府県看護

協会による無料職

業紹介事業） 

①スタンプ送信 ③マーカーをタップ  

②未読 or リクエスト 

④見守り後、評価 

⑤ボランティアポイント 

専用スタンプ販売 

宣伝 

登録 

紹介 
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